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研究成果の概要（和文）：　ブルーギルやオオクチバスを含むサンフィッシュ科やティラピア類を含むカワスズ
メ科などの国外外来淡水魚の寄生虫相を網羅的に調べたところ，外国から日本に持ち込まれて定着した寄生虫
は，中間宿主を必要としない生活環の簡単な種類（例えば単生類）が大部分であり、中間宿主を必要とする外来
寄生虫（条虫類や線虫類等）はほとんど定着できないことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）： Based on a comprehensive study on the parasite fauna of alien freshwater 
fishes, such as centrarchids from North America and cichlids from Africa, most of the parasites 
successfully established in Japan are those species with a simple life cycle (e.g., monogeneans). 
However, the parasites with a complex life cycle (e.g., cestodes and nematodes) have been 
unsuccessful in their establishment.

研究分野：水産生物学

キーワード： 外来魚　寄生虫
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) ブルーギルやブラックバスなどのサンフィッシュ
科魚類は、今やわが国の河川や湖沼など内水面を
席巻する北米原産の淡水魚である。河川や湖沼で
繁殖し、両魚種と北海道から沖縄県までの全都道府
県に分布している。わが国では、これら魚種に天敵
はいないことから容易に増殖するとともに、卵食性や
魚食性といった独特の食性から、わが国の在来魚の
生存に大きな脅威となっており、わが国固有の在来
魚を駆逐してしまった水域も極めて多い。しかし、外
国から持ち込まれた外来魚は両魚種のみではなく、
わが国の水界生態系に大きな影響を及ぼす外来魚
として11種が知られている。また、観賞魚として膨大
な数の熱帯魚が日本に輸入され、その一部は河川
湖沼で繁殖している。 
 
(2) これら外来魚に関して、これまで大きく見逃され
てきたことがある。それは、それら外来魚とともに外
国から持ち込まれた寄生虫である。外来寄生虫は、
時に在来の天然資源に著しい悪影響を及ぼすこと
が知られている。 
 
(3) このように、外来寄生虫はわが国の在来魚に病
害を与えたり、大量斃死の原因となる危険性を含ん
でいるが、実際には、外来魚とともにどのような寄生
虫がわが国に持ち込まれたかは，ほとんど分かって
いない。また、それら外来寄生虫が日本にどのよう
に定着し、在来魚の個体群にどのように影響してい
るのか、まったく研究されていない。このため、海外
からの魚類寄生虫の侵入を防ぐリスクマネジメントの
観点から，日本に持ち込まれた外来魚の寄生虫相
の解明と外来寄生虫の定着要因の解明が急務の課
題となっている。 
 
２．研究の目的 
わが国の様々な環境に生息する国外外来魚を採
集して、それらの寄生虫相を網羅的に解析し、日本
への定着に成功している寄生虫グループと種類を
明らかにし、外来寄生虫のわが国への定着メカニズ
ムを解明する。 
 
３．研究の方法 
(1) 日本各地で採集した多くの外来淡水魚を対象に、
寄生虫相を網羅的に解析する。また、全国に広く分
布域を獲得したサンフィッシュ科魚類を採集して寄
生虫相を調べ、気候帯や物理環境、生物要因との
関係を解明する。これらの結果に基づき、わが国へ
の定着に成功した外来寄生虫の分類群と種類を特
定する。 
 
(2) 具体的には、全国各地で外来淡水魚を釣り等に
よって採集する。必要に応じて、商業的に漁獲され
た個体を購入する。それら魚類を広島大学大学院
生物圏科学研究科に運び，寄生虫検査を行う。外来
生物法に記述された特定外来生物（オオクチバス、
ブルーギル、チャネルキャットフィッシュ等）を採集し
た際には、活魚での輸送ができないため現地で氷

殺し，近くにある教育研究機関に運び、速やかに寄
生虫検査に供する。 
 
(3) 魚類の鰓、体表、鰭等に寄生している外部寄生
虫を採取する。また、消化管、腹腔、鰾、生殖巣、筋
肉等に寄生している内部寄生虫を採取する。これら
寄生虫のうち、カイアシ類やエラオ類などの甲殻類
はエタノール液で固定する。いっぽう、単生類、吸虫
類、条虫類などの扁形動物は圧平後、エタノール液
で固定する。線虫類は熱したエタノール液で固定す
る。甲殻類は、必要に応じて解剖後、口器や付属肢
の形態に基づいて同定する。扁形動物は、カーミン
染色やヘマトキシリン染色を施したのち、固着器官
の形態や内部形態に基づいて同定する。線虫類は
グリセリン等で透徹後、主に内部形態に基づいて同
定する。寄生虫を同定する際には実体顕微鏡や生
物顕微鏡を用いる。寄生虫の同定結果に基づいて、
各魚種の寄生虫相を明らかにする。 
 
(4) サンフィッシュ科魚類の寄生虫相の解明および
過去に出版された文献に基づき、わが国の淡水域
に定着できた外来寄生虫の生物学的特性と定着に
関与した要因を明らかにする。 
 
４．研究成果 
(1) ［2015年度］ 外来魚として、沖縄県産ジルティラ
ピア（アフリカ原産）、長野県産コクチバス（北米原
産）、群馬県産ブルーギル（北米原産）を寄生虫検
査に供し、3魚種からカイアシ類のヤマトニセエラジ
ラミNeoergasilus japonicus、またブルーギルから同じ
くカイアシ類のイカリムシLernaea cyprinaceaを採集
した。わが国のコクチバスにヤマトニセエラジラミの
寄生が確認されたのは，今回が初めてである。採集
されたカイアシ類2種は、ともに宿主特異性が低くて
宿主範囲が広いため、外国から持ち込まれたもので
はなく、わが国の在来魚種に寄生していたものが国
外外来魚に寄生したと考えられた。 
 沖縄県産ヤマトニセエラジラミの形態、特に本種を
同定する際に重要な第1胸節と第4胸節を詳しく観察
したところ、原記載地の台湾から採集された標本と
はほぼ一致したが、中国産標本とは第1胸脚と第4胸
脚の刺毛数で差が見られた。欧米産標本との差は
ごく僅かであった。また、群馬県産イカリムシは，頭
胸部にある背部突起の先端はY字形に二叉し、頸部
は円筒形、それに続く胴部は後端に向かって膨らん
で長袋状を呈した。これらの特徴は、過去に報告さ
れた本種の形態的特徴と一致した。 
 上記の寄生性カイアシ類に加えて、沖縄県産コイ
から単生類のコイユビガタムシDactylogyrus extensus
を採集し、その形態を記載した。この寄生虫は、沖
縄県からは初記録であり、コイとともに他所から沖縄
県に持ち込まれたと推定された。 
 
(2) ［2016年度］ 南米原産で沖縄県の諸河川に定
着しているマダラロリカリア（ナマズ目ロリカリア科）の
寄生虫検査を行った結果、鰓から単生類4種を得て、



その形態を記載した。採集された単生類は1新種（イ
トナガトアシエラムシTrinigyrus peregrinus）を含み，
他3種はカギマガリエラムシ（Heteropriapulus 
heterotylus）、ロリカリアエラムシ（Unilatus unilatus）、
ヒメロリカリアエラムシ（Unilatus brittani）であった。こ
れら4種の単生類はいずれも日本初記録であるとと
もに南米に起源を有し、ペットとして飼育されたマダ
ラロリカリアが河川に放流された際に宿主とともに河
川に侵入・定着したと推測された。 
 近年、東アジア原産のモツゴPseudorasbora parva
（コイ目コイ科）がヨーロッパに外来魚として定着して
いるが、単生類に関する知見が少ないため、日本国
内で採集したモツゴの寄生虫検査に供した結果、鰓
から単生類3種を得た。それらはモツゴユビガタムシ
（Dactylogyrus squameus）、モツゴフタアナムシ
（Bivaginogyrus obscurus ）、モツゴヨツメイカリ
（Ancyrocephalus pseudorasborae）である。ヨーロッパ
で確認されている前2種は明らかに東アジア原産で
あり、宿主のモツゴとともにヨーロッパに持ち込まれ
たと考えられた。 
 
(3) ［2017年度］ 本州、九州、四国に定着している
外来魚のティラピア類（カワスズメ科）の寄生虫検査
を行った結果、鰓から以下の4種の単生類を得た（括
弧内に採集県を示す）：Gyrodactylus cichlidarum（鹿
児島県、熊本県、三重県）、Cichlidogyrus thurstonae
（鹿児島県）、Cichlidogyrus sclerosus（鹿児島県、熊
本県、大分県、愛知県）、Cichlidogyrus tilapiae（鹿児
島県、熊本県、愛知県）。第1種と第2種は日本から
初記録であり、第3種と第4種の日本での発見例は沖
縄県に続いて2度目である。ティラピア類に寄生する
単生類が本州、九州、四国から採集されたのは、今
回が初めてである。被寄生魚種はナイルティラピア
とカワスズメである。これら魚種はアフリカ大陸原産
であり、種々の経路で日本に持ち込まれた後、工場
の温排水や湧水によって水温が安定した場所に定
着したと考えられ、それらに寄生する上記の単生類
も宿主とともに他国から持ち込まれたと推測された。 
 1962–2017年の56年間に出版された報文に基づき、
日本に定着したサンフィッシュ科魚類3種（ブルーギ
ル、オオクチバス、コクチバス）から報告された寄生
虫の情報を整理した。その結果、21名義種・亜種と
未同定の寄生虫が次の分類群からが報告されてい
た：ミクソゾア類［名義種数：0種］、条虫類［2種］、単
生類［6種］、吸虫類［5種］、線形動物［2種］、鉤頭動
物［1種］、二枚貝類［3種・亜種］、カイアシ類［2種］）。
ブルーギルからは12名義種、オオクチバスからは13
名義種・亜種、コクチバスからは3名義種の寄生虫が
記録されていた。これら寄生虫は、日本の在来種と
外国から宿主とともに持ち込まれた外来種からなり、
条虫類1種（オオクチバスとコクチバス寄生のバスハ
イトウジョウチュウProteocephalus fluviatilis）と単生類6
種（ブルーギル寄生のActinocleidus fergusoni、

Onchocleidus dispar、Onchocleidus ferox；オオクチバ
ス寄生のOnchocleidus furcatus、Onchocleidus helicus、
Syncleithrium fusiformes）とは北米に起源を有する種
である。人体に寄生する線虫、ドロレス顎口虫
Gnathostoma doloresiと日本顎口虫Gnathostoma 
nipponicumがそれぞれブルーギルとオオクチバス
から報告され、後者の人体寄生例もあった。 
 外来魚の寄生虫調査を行う過程で、カワイワシを
岡山県から日本初記録として報告するとともに、栃木
県渡良瀬遊水地にコウライギギの生息を認めた。 
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